
、
晋
　
評

杉
　
山
　
博
著

庄
園
解
体
過
程
の
研
究

一

三
　
浦
　
圭
　
一

　
杉
肉
氏
が
戦
後
日
本
の
中
世
史
研
究
　
　
就
中
庄
園
制
解
体
過
程
と
庄
園
商

業
史
一
に
審
与
さ
れ
た
幾
多
の
功
績
に
つ
い
て
は
、
い
ま
さ
ら
私
が
縷
言
す

る
必
要
は
な
い
。
終
戦
晴
か
ら
今
旧
に
い
た
る
途
中
で
、
日
本
中
世
史
研
究
に

生
涯
の
指
針
を
決
め
た
我
々
に
と
っ
て
、
直
接
に
間
接
に
氏
か
ら
蒙
む
つ
た
学

思
は
、
決
し
く
浅
く
な
い
。
し
か
し
、
氏
が
発
表
さ
れ
た
諸
論
文
は
、
数
種
類

の
学
界
専
門
誌
に
発
表
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
所
論
の
全
体
系
を
理
解
す
る

こ
と
は
か
な
り
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
此
の
度
「
東
大
人
文
科
学
研
究
叢
書
」

の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
運
び
と
な
り
、
日
頃
の
渇
仰
を
癒
さ
れ
た
我
々
の

善
び
は
ま
た
μ
入
で
あ
る
。
こ
こ
に
氏
の
学
恩
を
弾
け
た
一
人
と
し
て
、
紹
介

と
批
判
を
か
ね
て
、
一
文
を
草
し
、
氏
に
対
す
る
さ
さ
や
か
な
御
恩
が
え
し
と

し
た
い
。

二

本
書
『
庄
關
解
体
過
程
の
研
究
』
は
三
編
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
て
、
昭
和
二

十
三
年
五
月
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
か
ら
、
昭
和
三
十
年
十
二
月
門
”
国
史
学
』
誌

上
に
そ
の
一
部
を
発
表
さ
れ
た
も
の
に
至
る
ま
で
、
未
発
表
の
二
論
交
を
加
え

て
、
計
十
二
の
論
文
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
編
は
「
山
城
国
一
揆
の
基
盤
」
を
追
究
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
か

ら
、
山
城
国
一
揆
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
れ
た
幾
多
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
た
。

磯
は
そ
れ
ら
の
論
考
が
、
動
も
す
れ
ば
、
国
一
揆
を
国
人
衆
の
勝
利
・
農
罠
の

敗
北
と
規
定
し
す
ぎ
た
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
の
批
判
か
ら
鵬
発
し
、
由
城
国
一

揆
が
起
つ
た
地
帯
の
具
体
的
な
村
落
の
位
置
、
及
び
村
落
内
で
の
国
人
層
や
縫

斑
の
お
か
れ
て
い
た
条
件
を
解
明
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
再
考
察
を
試
み
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
第
嗣
論
文
は
、
山
城
国
一
揆
の
舞
台
と
な
っ
た
乙
．
訓
郡
の
条
里

を
複
目
し
、
そ
の
村
落
的
景
観
を
理
解
さ
れ
た
。
第
二
論
文
は
未
発
表
の
も
の
。

昭
和
二
十
四
年
十
二
月
成
稿
を
み
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
山
城
国
乙
訓
郡
内
を

占
め
る
上
久
世
庄
・
本
久
世
庄
（
大
藪
庄
）
　
・
上
久
我
庄
・
下
久
我
庄
に
関
係

す
る
、
元
亨
四
年
（
；
三
四
）
か
ら
応
永
三
年
目
一
三
九
六
〉
に
い
た
る
間

の
、
七
冊
に
及
ぶ
検
注
帳
を
詳
細
に
分
析
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
平

安
三
期
か
ら
鎌
倉
中
期
に
か
け
て
の
名
主
（
旧
名
憲
）
に
よ
る
経
営
と
支
配
の

構
造
（
旧
名
体
制
）
が
、
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
生
長
し
て
く
る

名
主
（
名
主
職
所
有
春
）
に
よ
っ
て
、
変
化
す
る
過
程
（
旧
名
の
分
解
過
程
）

を
辿
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
三
論
文
は
、
山
城
国
一
揆
の
構
造
に
つ
い
て
の

骨
格
的
部
分
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
山
城
国
守
護
が
領
承
支
配
を
展
開
す

る
場
合
の
、
賦
課
内
容
と
武
士
団
の
構
造
を
追
究
す
る
。
そ
こ
で
土
一
揆
を
も

誘
発
し
か
ね
な
い
悲
惨
な
山
城
西
岡
地
方
の
農
民
の
姿
を
描
き
、
一
方
、
国
人

衆
は
自
立
す
る
過
程
で
国
持
体
捌
を
形
成
し
、
そ
の
保
証
の
う
え
に
庄
園
体
制

が
存
続
し
、
守
護
勢
排
斥
の
国
一
揆
と
し
て
、
農
民
と
の
団
結
が
結
実
し
た
の
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詳讃

で
あ
る
。
守
護
製
靴
制
が
山
城
国
に
お
い
て
挫
折
し
た
の
は
、
決
し
て
旧
説
の

ご
と
く
、
庄
園
領
主
の
近
辺
で
あ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
強
圃
な
庄
園
体
制
が
存
続

し
て
い
た
か
ら
で
は
な
く
、
魑
人
塘
と
農
民
層
と
が
一
体
と
な
っ
て
守
謹
体
制

に
抵
抗
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
国
人
履
と
墨
斑
層
と
の
利
害
が
一
致
し
た

の
は
、
そ
の
両
者
は
経
済
的
縫
長
野
に
未
だ
分
化
し
て
お
ら
ず
、
い
わ
ば
国
人

贋
は
、
一
面
で
は
自
立
過
程
で
守
護
大
名
の
被
官
と
し
て
迎
合
す
る
面
が
あ
る

が
、
一
方
み
ず
か
ら
農
民
的
性
格
を
持
ち
な
が
ら
、
下
か
ら
農
畏
に
押
さ
れ
る

面
と
の
、
両
面
性
を
も
つ
て
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
第
囚
論
文
は
、

室
町
二
代
の
小
歌
の
考
察
か
ら
、
村
落
生
活
の
展
開
と
新
し
い
文
化
翻
造
の
蒋

い
手
を
追
究
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
一
酬
編
は
久
我
庄
の
研
究
で
あ
る
。
第
一
論
文
の
視
角
は
、
　
「
近
世
約
秩
序

の
成
立
に
と
も
な
っ
て
、
　
本
下
姓
と
し
て
打
繊
さ
れ
て
き
た
も
の
が
、
　
中
世

末
期
村
落
の
ど
の
よ
う
な
層
か
ら
の
転
化
で
あ
っ
た
か
偏
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ

る
。
上
・
下
久
我
両
庄
に
例
を
と
っ
て
、
検
注
帳
・
既
出
帳
・
人
髪
支
配
等
の

文
露
を
分
析
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
年
貢
は
名
主
職
所
有
者
の
直
納
で
あ
り
、

旧
名
の
経
営
は
解
体
し
て
い
る
が
、
旧
名
主
旨
の
村
落
内
で
の
優
位
は
「
当
名

主
」
　
「
名
代
」
　
「
定
使
扁
　
「
沙
汰
人
偏
と
い
う
名
称
で
徴
税
使
酌
性
格
に
変
化

し
て
残
り
、
夫
役
は
い
ぜ
ん
名
体
制
を
基
準
と
し
て
徴
発
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
本
論
文
は
、
痕
接
生
産
階
層
の
広
汎
な
擁
頭
が

み
ら
れ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
名
の
遺
制
は
な
お
存
続
す
る
こ
と
を
論
ぜ
ら
れ
、

氏
の
「
当
名
主
」
体
制
論
の
骨
子
と
な
っ
た
論
文
で
あ
る
。
こ
の
「
当
名
主
」

体
制
は
、
政
治
的
に
は
守
護
領
國
制
に
比
定
さ
れ
、
さ
ら
に
「
当
名
主
鳳
体
制

の
解
体
が
近
世
村
落
郷
村
制
の
確
立
を
う
む
と
方
向
づ
け
る
。
第
二
論
文
は
、

上
久
我
庄
の
氏
神
で
あ
る
菱
妻
大
明
神
の
祭
記
組
織
の
変
化
を
、
村
落
構
造
の

変
化
と
将
比
さ
せ
な
が
ら
論
ぜ
ら
れ
た
も
の
。
す
な
わ
ち
当
社
の
社
司
で
あ
り
、

同
庄
の
預
所
で
あ
る
竹
内
氏
と
、
当
赴
の
祭
紀
頭
役
を
勤
め
る
名
主
座
を
占
め

る
同
庄
で
の
当
名
主
と
、
主
翼
の
産
子
一
般
す
な
わ
ち
農
民
暦
と
の
関
係
は
、

祭
祀
組
繊
に
お
い
て
も
、
庄
園
支
配
体
制
が
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
こ
と
を

論
ぜ
ら
れ
る
。
第
三
論
文
は
、
氏
の
第
一
論
文
で
あ
り
な
が
ら
、
い
ま
ま
で
発

表
を
み
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
横
死
し
た
久
我
庄

の
最
後
の
預
所
で
あ
り
、
当
時
宇
内
に
名
を
は
せ
た
熱
烈
な
法
華
信
者
竹
内
季

治
の
預
所
と
し
て
の
性
格
、
及
び
預
所
職
一
般
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
も
の

で
あ
っ
て
、
中
世
末
期
に
お
け
る
畿
内
地
方
の
思
料
の
存
在
形
態
、
及
び
日
蓮

宗
教
団
の
動
向
に
つ
い
て
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
第
四
論
文
は
、
天
正
響

胴
の
回
想
検
地
時
に
お
け
る
、
久
我
村
で
の
動
向
を
探
る
。
地
理
・
国
衆
は
基

本
的
に
は
、
検
地
に
際
し
、
本
百
姓
の
上
贋
部
と
し
て
定
着
さ
れ
た
。
そ
れ
は

彼
等
が
依
然
と
し
て
久
我
象
の
年
貢
負
損
責
任
者
と
し
て
の
百
姓
．
酌
性
格
を

す
て
さ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
地
下
衆
（
一
般
農

・
民
）
を
含
め
て
、
近
世
酌
秩
序
は
、
庄
園
酌
秩
序
の
も
と
で
確
認
さ
れ
て
い
た

名
主
職
所
有
権
が
そ
の
ま
ま
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
成
立
す
る
と
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

　
第
三
編
は
備
中
濁
新
見
庄
の
研
究
で
あ
る
。
第
一
論
文
は
、
当
庄
の
俵
領
と

支
配
に
つ
い
て
の
極
め
て
精
緻
な
論
文
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
論
旨
上
、
試
み

に
三
部
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
正
中
三
年
（
一
三
二
六
）
本
所
職
が
最
勝

光
院
か
ら
東
寺
に
寄
進
さ
れ
、
東
等
と
の
関
係
が
で
て
き
た
。
そ
し
て
東
寺
は
、

領
家
職
を
伝
領
し
て
い
た
小
槻
家
の
内
紛
に
乗
じ
、
領
家
職
を
も
獲
得
し
よ
う

と
し
、
観
応
二
年
（
二
瓢
五
一
）
、
つ
い
に
院
宣
に
よ
っ
て
そ
の
確
認
を
う
け

た
。
こ
の
伝
領
に
つ
い
て
の
紛
争
過
程
で
、
解
官
の
補
任
や
長
野
の
内
容
が
ど
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の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
併
威
す
る
、
こ
れ
が
第
一
部
分
の
要
旨
で
あ
る
。

第
二
期
分
で
は
、
当
庄
に
お
け
る
守
護
領
国
制
の
展
開
を
、
明
徳
の
乱
（
一
三

九
一
）
か
ら
、
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
の
当
庄
の
土
一
揆
ま
で
に
み
る
。
そ

し
て
守
護
細
川
氏
の
被
宮
詣
窟
宝
城
が
当
地
の
請
所
と
な
っ
た
、
応
永
一
五
年

（
　
四
〇
八
）
か
ら
正
長
元
年
（
一
四
二
八
）
ま
で
を
、
守
護
領
国
制
の
確
立

期
と
み
る
。
第
三
部
分
で
は
、
守
護
代
嘗
の
苛
酷
な
収
奪
に
抗
す
る
農
斑
の
一

揆
が
契
機
と
な
り
、
守
護
領
国
制
は
挫
折
し
、
地
頭
届
・
三
道
層
（
惣
追
捕
使
・

田
所
・
公
文
）
の
封
建
領
主
化
へ
の
展
開
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
過
程
で
、
三
職
・

饗
民
は
一
体
と
な
っ
て
寺
家
総
務
を
要
求
す
る
が
、
こ
れ
は
守
護
排
琢
の
方
便

に
す
ぎ
ず
、
結
局
、
同
地
で
地
頭
新
晃
氏
等
が
、
戦
国
大
名
と
し
て
自
立
す
る

に
至
っ
て
、
東
寺
領
庄
園
と
し
て
の
新
見
庄
は
消
減
す
る
の
で
あ
る
。
第
二
論

文
は
、
寛
正
二
年
か
ら
、
文
明
三
年
（
一
志
七
一
）
に
い
た
る
聞
に
、
当
庄
に

お
い
て
三
職
・
農
民
が
、
守
護
排
斥
と
寺
家
皇
籍
を
要
求
し
て
一
揆
し
、
勝
利

し
敗
退
す
る
過
程
を
、
守
護
領
国
制
の
限
界
と
、
地
頭
層
三
職
贋
の
領
主
制
形

成
に
視
点
を
お
ぎ
な
が
ら
考
察
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
三
論
文
は
、
薪
見
庄
に

お
け
る
十
三
世
紀
来
の
段
階
か
ら
、
十
六
世
紀
に
い
た
る
ま
で
、
商
業
の
分
析

を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
旧
名
体
綱
の
分
解
は
み
ら
れ
る
が
、
商
業
そ
の
も

の
は
、
十
五
世
紀
末
ま
で
、
庄
園
領
主
と
そ
の
代
官
・
庄
官
、
お
よ
び
守
護
・

地
頭
、
旧
名
主
の
系
譜
を
ひ
く
若
干
の
当
名
主
の
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。

　
以
上
が
本
書
の
内
容
の
舗
単
な
紹
介
で
あ
る
。

三

　
本
書
が
「
庄
園
解
体
過
程
の
研
究
」
と
題
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か

な
よ
う
に
、
氏
が
一
貫
し
て
問
題
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
庄
園
解
体
過
程
の
綜
合

酌
な
追
究
で
あ
る
。
室
町
小
歌
・
宮
座
の
研
究
も
、
結
局
ば
そ
の
一
貫
と
し
て

な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
所
論
を
要
約
す
れ
ば
、
庄
園
の
解
体
は
、
庄
園
内

部
の
経
営
構
造
及
び
支
配
の
末
蝦
機
構
た
る
名
体
制
の
分
解
と
い
う
内
部
構
造

の
視
角
と
、
封
建
制
確
立
期
に
お
け
る
庄
園
支
配
機
構
の
変
質
す
な
わ
ち
政
治

構
造
か
ら
の
視
点
と
い
う
二
面
を
も
つ
て
い
る
と
云
い
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う

か
。

　
ま
ず
氏
の
内
部
構
造
論
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
乙
訓
郡
の
久
世
・
久
我

そ
れ
ぞ
れ
上
下
四
庄
の
検
注
帳
を
分
析
し
て
、
旧
名
の
解
体
を
み
、
そ
れ
を
薇

ら
し
た
も
の
が
、
　
「
な
か
ば
奴
隷
酌
に
直
接
生
産
に
従
讃
し
て
い
た
饗
属
の
上

昇
扁
（
三
七
頁
）
、
　
「
ち
い
さ
い
名
主
職
を
獲
得
し
て
ゆ
く
新
酉
姓
」
（
三
七
頁
）

「
中
小
名
主
職
所
有
者
の
生
長
」
　
（
五
三
頁
）
で
あ
っ
た
。
内
部
構
造
の
変
革

は
こ
れ
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
備
中
の
土
一
揆
さ
ら
に
山
城
国
一
揆
の
過
程

に
お
い
て
は
、
国
人
衆
・
農
民
の
連
合
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
結
果
は
地
域
的

な
封
建
園
家
の
形
成
一
－
分
国
大
名
領
の
形
成
と
な
り
、
国
人
衆
の
勝
利
・
農
民

の
敗
北
と
す
る
こ
と
は
認
め
が
た
い
。
農
幾
の
生
長
に
伴
な
っ
て
為
人
衆
は
自

立
化
（
領
主
化
）
の
方
向
を
め
ざ
し
う
る
し
、
歪
一
揆
・
国
一
揆
は
彼
等
の
自

立
漁
程
の
も
の
と
し
て
結
局
作
用
し
た
が
（
六
〇
頁
）
、
そ
れ
が
直
ち
に
完
成

せ
ず
、
一
揆
の
過
程
に
お
い
て
農
斑
と
共
に
連
合
し
た
の
は
、
彼
ら
が
あ
く
ま

で
も
名
霊
職
所
有
者
と
し
て
農
民
的
性
栢
を
脱
し
切
れ
な
が
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

い
わ
ば
、
国
一
揆
は
国
人
衆
の
勝
利
や
農
民
の
敗
北
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
国

人
衆
の
自
立
過
程
と
農
民
の
生
長
過
程
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
函
人
衆
の
自
立
が

か
く
未
熟
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
、
さ
ら
に
内
部
的
原
因
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

を
当
名
主
体
制
に
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
園
名
の
分
解
は
、
年
貢
負
担
の
薦
に
お
い
て
は
、
名
奉
職
所
有
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璽峯

春
の
藏
納
が
一
般
酌
で
あ
る
。
し
か
し
、
久
我
庄
に
お
け
る
夫
役
徴
収
の
面
で

（
第
二
編
・
第
一
論
文
）
、
ま
た
瞬
庄
の
氏
神
祭
紀
組
織
の
面
で
（
第
工
編
・
第

二
論
文
）
、
ま
た
新
見
庄
内
で
の
殿
舎
を
分
桁
し
た
結
果
、
そ
の
荷
い
手
た
る

面
に
お
い
て
（
第
三
編
・
第
三
論
文
）
、
旧
名
主
の
系
譜
を
ひ
く
「
当
名
主
」

は
強
固
に
存
続
し
、
旧
名
解
体
を
阻
止
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

響
護
領
圏
制
の
展
開
に
か
か
わ
ら
ず
、
庄
園
支
配
が
命
脈
を
保
つ
た
の
は
、
圏

人
層
が
守
護
領
国
制
を
忌
避
し
自
立
す
る
過
程
で
、
庄
園
支
配
を
方
便
と
し
て

む
し
ろ
望
ん
だ
の
で
あ
る
（
一
二
五
～
六
頁
）
。
　
こ
の
「
当
名
主
」
体
制
は
政

治
史
的
に
は
、
守
護
領
園
制
に
比
定
し
う
る
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
こ
の
体
制

が
、
名
主
職
所
有
春
の
体
制
に
交
替
し
た
と
き
、
大
名
分
国
体
制
の
基
盤
と
し

て
の
近
世
村
落
郷
村
制
が
確
立
す
る
と
の
見
通
し
が
立
て
ら
れ
る
（
九
八
頁
、

二
三
八
頁
）
。
以
上
が
鼓
楼
構
造
論
か
ら
み
た
、
氏
の
庄
園
解
体
過
程
の
董
本

酌
視
角
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
庄
園
解
体
過
程
を
政
治
史
的
に
ど
の
よ
う
に
辿
ら
れ
て
い
る
か
を
考
察

し
て
み
ょ
う
。
地
頭
と
の
下
地
中
分
に
よ
っ
て
、
そ
の
崩
壊
の
第
一
歩
を
あ
ゆ

み
は
じ
め
た
と
さ
れ
る
が
（
一
九
｝
頁
）
、
　
霊
限
は
南
北
朝
内
乱
期
以
降
の
、

守
護
領
国
制
の
展
園
と
挫
折
、
さ
ら
に
は
、
岡
人
衆
の
地
域
酌
な
封
建
濁
家
1
1

分
國
大
名
領
の
形
成
に
よ
っ
て
、
庄
園
の
解
体
は
決
定
的
と
な
っ
た
と
こ
ろ
に

お
か
れ
る
（
二
一
五
頁
）
。

　
守
護
領
国
制
展
開
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
半
済
で
あ
る
こ
と
は
今
更
述
べ
る

ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
主
要
な
問
題
と
な
る
の
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。

一
つ
は
、
造
内
裏
料
反
銭
や
諸
社
造
営
反
銭
・
御
譲
位
反
銭
を
、
守
護
方
反
銭

と
し
て
、
寺
豊
本
所
領
の
別
な
く
賦
課
し
、
そ
の
徴
収
を
口
実
に
、
守
護
の
有

力
な
玉
野
を
強
力
に
入
部
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
（
五
六
～
七
頁
、
二
〇
五
頁
）
。

次
に
執
っ
た
方
策
は
、
新
見
庄
に
お
い
て
典
型
曲
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
誤
想

宝
城
・
安
冨
智
安
の
ご
と
き
、
守
護
の
有
力
な
被
官
を
、
寺
社
本
所
領
の
請
負

代
官
と
し
て
入
部
さ
せ
、
事
実
上
そ
の
庄
園
を
支
配
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た

（
一
五
八
～
一
六
二
買
、
二
〇
五
～
六
頁
）
。
さ
ら
に
他
の
方
法
は
、
鎌
倉
来
期

以
来
、
在
地
に
生
長
し
つ
つ
あ
っ
た
地
頭
を
自
己
の
側
に
被
官
と
し
て
組
織
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
（
二
〇
六
頁
）
。

　
一
方
庄
園
領
主
に
し
て
も
、
無
為
に
地
頭
領
主
制
や
守
護
雪
嶺
制
の
形
成
を

傍
観
し
、
庄
園
支
配
の
退
潮
を
看
過
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
斬
見
庄
の
本
所

職
を
嵜
進
さ
れ
た
宙
爪
牙
け
凹
、
　
地
頭
職
を
　
（
一
四
四
～
山
門
百
川
）
、
　
さ
睡
り
に
騨
穎
家
職

を
獲
得
し
（
一
恐
山
ハ
～
一
五
一
頁
）
前
領
家
小
槻
氏
よ
り
さ
ら
に
徹
底
し
た
支

配
を
行
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
（
一
五
〇
頁
）
。
　
ま
た
半
済
の
回
復
に
努
力
し
て
一

時
実
現
し
（
一
五
七
～
八
頁
）
、
守
護
側
が
と
っ
た
と
同
様
に
、
野
人
層
を
代

窟
職
に
補
任
し
、
霞
己
の
側
に
組
織
し
よ
う
と
し
て
い
る
（
一
五
照
～
一
五
七

頁
）
。
　
こ
の
よ
う
に
庄
園
領
主
は
在
地
支
配
を
め
ぐ
っ
て
守
護
側
と
対
立
関
係

が
あ
っ
た
に
拘
ら
ず
、
庄
園
領
主
が
と
っ
た
庄
園
支
配
の
基
本
的
政
策
は
、
守

護
・
幕
府
側
と
同
様
に
、
惣
百
姓
（
新
百
姓
・
中
小
名
主
職
所
有
者
）
の
望
む

体
制
を
進
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
逆
に
、
旧
名
虫
体
制

（
当
名
主
体
鰯
）
の
存
続
・
維
持
に
あ
り
（
一
一
三
二
頁
）
、
こ
の
限
り
に
お
い
て
、

政
治
的
局
爾
で
は
、
庄
園
の
支
配
体
制
と
守
護
の
領
国
支
配
体
制
は
結
局
併
存

し
う
る
も
の
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
九
八
頁
）
。
従
っ
て
、
守
護
霞
網
制
は
、

実
質
的
に
は
庄
園
を
支
配
し
、
庄
園
解
体
に
拍
車
を
か
け
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ

を
完
全
に
解
体
し
消
滅
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
な
し
え
た
の
は
、

守
護
領
麟
制
の
展
開
・
挫
折
の
過
程
で
、
決
定
的
に
は
応
仁
・
交
明
の
混
乱
期

に
、
自
立
化
を
遂
げ
た
地
頭
に
代
表
さ
れ
、
聖
衆
・
三
筆
を
含
む
国
人
衆
で
あ
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つ
た
（
一
九
一
～
二
頁
）
。
　
こ
の
自
立
過
径
と
い
う
の
は
、
守
蔑
被
官
か
ら
の

霞
立
化
と
（
二
一
五
～
六
頁
な
ど
）
、
村
落
内
で
の
農
畏
酌
性
格
か
ら
脱
し
て
、

惣
百
姓
を
被
宮
百
姓
と
し
て
組
織
し
え
る
こ
と
を
さ
す
（
二
三
八
頁
な
ど
）
の

で
あ
る
。
そ
の
国
人
暦
の
歩
ん
だ
方
向
は
多
様
で
あ
る
が
（
；
二
～
一
三
二
）
、

蕪
本
的
に
は
分
国
大
名
領
主
制
形
成
へ
の
方
向
で
あ
っ
た
（
一
＝
五
頁
）
。
　
国
・

人
衆
が
土
一
揆
を
主
導
し
、
麟
一
揆
で
勝
利
し
た
の
も
、
寺
家
直
務
を
要
求
し

た
の
も
、
守
護
領
国
制
を
排
除
し
、
地
域
的
な
封
建
国
家
1
1
分
国
大
名
領
の
形

成
へ
の
血
路
を
ひ
ら
く
た
め
で
あ
り
、
方
便
で
あ
っ
た
（
一
コ
覧
頁
な
ど
）
。

　
か
く
し
て
庄
園
は
そ
の
支
配
内
部
に
お
い
て
も
、
政
治
的
な
外
部
関
係
か
ら

し
て
も
、
完
全
な
解
体
を
み
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
は
杉
山
氏
の
庄
園
解
体
過
程
の
理
論
購
造
を
、
私
な
り
に
整
理
し
た
も

の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
私
の
誤
読
誤
解
も
多
い
こ
と
と
思
う
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
氏
の
成
果
は
多
方
繭
に
わ
た
り
、
一
塊
の
紹
介
で
は
、
そ
の
全
て
を
尽
す

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
次
の
二
点
は
特
に
大
き
い
氏
の
功
績
で
あ
る
。

ω
庄
園
解
体
過
程
で
の
内
部
構
造
の
繭
に
お
け
る
当
名
主
体
制
論
の
設
定
。
庄

園
商
業
の
問
題
も
こ
れ
に
含
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
庄
園
解
体
過
程
に
お
け
る
政
治
史
酌
問
題
と
し
て
守
護
領
国
制
の
果
し
た
役

割
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
。

　
氏
の
諸
論
文
が
、
い
ま
ま
で
、
中
世
ー
ー
と
く
に
室
町
時
代
…
一
に
お
け
る

裁
会
経
済
史
的
立
場
に
た
つ
研
究
に
あ
っ
て
は
、
指
導
的
地
位
に
あ
っ
た
し
、

将
来
た
や
す
く
そ
の
地
位
を
失
う
も
の
で
は
な
い
。
私
も
過
去
に
そ
の
影
響
を

う
け
た
一
人
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
述
べ
よ
夢
と
す
る
本
書
に
た
い
す
る
批
判
は
、

従
っ
て
、
私
自
身
の
今
迄
の
研
究
方
向
に
た
い
す
る
反
省
で
も
あ
る
。

概

　
中
批
に
お
け
る
農
業
経
鴬
を
探
る
資
料
と
し
て
、
庄
園
傾
主
に
よ
っ
て
作
製

さ
れ
た
二
等
帳
は
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
氏
は
こ
れ
を
縦
横
に
駆
使
さ

れ
て
、
そ
の
分
析
方
法
を
い
わ
ば
確
立
さ
れ
、
薦
後
の
検
注
帳
分
析
の
原
型
の

一
つ
と
な
っ
た
。
な
る
程
、
検
注
帳
は
村
落
内
の
経
営
形
態
の
変
化
に
対
応
し

な
が
ら
、
よ
り
収
取
し
易
い
便
利
な
も
の
に
書
き
変
え
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
検
渡
帳
は
あ
く
ま
で
も
、
庄
園
領
主
に
よ
る
年
貢
収
取
上
で

の
帳
簿
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
庄
園
領
主
権
の
及
ぶ
範
心
内
に
限
ら
れ
る
の

で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
一
円
で
は
な
い
。
庄
園
支
配
は
完
全
な
一
円
的
・
排
他

的
支
配
で
な
い
こ
と
を
む
し
ろ
基
本
的
形
態
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
従
っ
て

近
世
の
郷
村
確
定
期
に
お
け
る
検
地
帳
と
は
本
質
酌
に
異
な
る
も
の
と
み
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
検
流
帳
の
分
析
か
ら
経
営
形
態
を
祈
出
す
る
場
合

に
は
充
分
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
検
注
帳
か
ら
経
営
形

態
を
分
析
す
る
た
め
に
は
、
近
郷
の
地
帯
か
ら
の
入
作
出
作
関
係
が
無
視
さ
れ

う
る
数
値
で
あ
る
と
い
う
条
件
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
の
と
こ
ろ
、

そ
の
関
係
は
む
し
ろ
か
な
り
大
き
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
事
に
関
し
て
次
の
こ
と
は
、
検
淫
帳
の
分
栃
に
際
し
て
は
、
す
べ
て
の

田
畠
地
は
、
平
等
な
地
理
的
条
件
の
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
。
し
か
し
同

じ
醐
積
の
田
地
で
あ
っ
て
も
、
水
利
の
便
等
の
条
件
如
何
に
よ
つ
て
、
そ
の
地

位
は
変
化
す
る
。
農
耕
技
術
が
粗
放
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
そ
の
差
違
は
大
き
い

と
思
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
．
「
田
植
草
紙
」
に
次
の
如
き
歌
が
あ
る
。

　
〔
沖
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
閏
〕

　
お
き
の
三
反
田
よ
り
か
と
の
弐
反
田
を
な

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
賜
〕
　
〔
門
〕

　
　
ぬ
い
は
り
め
て
た
も
れ
か
と
の
二
反
田
を
な
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評省

　
　
　
　
　
　
　
　
簿
〕

　
と
て
も
た
も
ら
は
お
き
な
る
丁
田
を
た
も
れ
や

　
（
下
略
）
　
　
　
（
臼
本
古
典
交
学
大
系
『
中
世
這
世
激
謡
集
』
二
八
八
頁
）

意
は
、
頂
戴
す
る
な
ら
、
沖
田
の
三
反
よ
り
も
、
継
ぎ
は
ぎ
で
も
よ
い
か
ら
門

田
の
二
反
を
。
そ
れ
が
駄
週
な
ら
、
せ
め
て
沖
田
の
一
丁
を
、
と
い
う
よ
う
な

内
容
で
あ
ろ
う
か
。
水
利
に
便
で
、
水
害
を
受
け
な
い
安
定
し
た
門
田
二
反
は
、

沖
田
の
一
丁
に
比
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
二
反
と
一
丁
と
で
は
経
営
颪
積
で
は
後

者
が
圧
倒
す
る
が
、
村
落
雛
造
に
お
い
て
は
、
前
者
が
あ
く
ま
で
も
優
位
を
占

め
る
。
な
お
こ
れ
を
補
う
意
味
で
、
そ
の
田
地
の
斗
代
が
利
用
さ
れ
る
が
、
こ

れ
も
そ
の
田
地
に
対
し
て
頒
主
が
保
留
し
て
い
る
職
の
内
容
に
よ
っ
て
異
な
る

場
合
が
あ
り
、
検
注
帳
の
分
析
は
以
上
の
諸
条
件
を
経
た
う
え
で
、
利
用
さ
れ

う
る
も
の
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
次
の
問
題
は
当
名
主
体
制
論
に
関
し
て
で
あ
る
。
氏
の
当
名
主
体
制
論
設
定

の
意
義
は
大
き
い
。
し
か
し
次
の
諜
題
は
、
当
名
主
体
制
が
存
続
す
る
内
部
酌

原
囚
に
つ
い
て
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
こ
の
体
制
が
、
室
町
期
の
庄
園

支
配
の
組
織
、
守
護
領
国
制
の
一
つ
の
基
礎
に
あ
っ
た
こ
と
は
わ
か
る
。
し
か

し
、
人
夫
支
配
村
落
内
の
商
業
の
荷
い
手
、
さ
ら
に
は
祭
祀
組
織
の
頭
役
た
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
村
落
内
部
に
お
い
て
優
位
を
保
ち
う
る
の
は
、
彼
等
が

基
本
的
な
階
級
と
し
て
ど
の
様
な
位
置
に
あ
っ
た
か
ら
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

当
名
主
建
蔽
は
庄
園
解
体
を
阻
止
す
る
役
割
を
果
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の

た
め
に
は
、
内
部
に
そ
の
性
格
を
蔵
し
て
い
た
筈
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

支
配
体
制
と
い
う
い
わ
ば
縦
の
系
列
の
も
の
と
し
て
理
解
す
る
と
虚
誕
に
、
横

の
系
列
の
部
面
で
も
考
え
て
み
る
必
要
が
な
か
ろ
う
か
。
菱
妻
神
祉
の
頭
役
が
．

賦
役
で
あ
る
こ
と
で
も
推
さ
れ
る
よ
う
に
、
村
落
の
組
織
化
を
積
極
酌
に
主
導

す
る
、
も
は
や
純
粋
に
被
支
配
者
で
は
な
い
農
民
上
層
の
構
成
員
相
互
の
結
禽

形
態
が
問
題
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
形
態
が
ど
の
よ
う
な
地

域
的
な
ひ
ろ
が
り
を
も
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
経
済
構
造
を
も
つ
て
、
完
結
し
て

い
る
の
で
あ
る
か
が
、
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

　
守
護
領
国
欄
は
、
当
名
主
体
制
の
存
続
・
維
持
に
あ
り
、
そ
れ
を
末
端
の
村

落
体
制
と
し
て
も
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
断
定
し
き
れ
る
で

あ
ろ
う
か
。
守
護
方
反
銭
が
そ
の
財
政
源
の
主
要
な
も
の
で
あ
り
、
貨
幣
の
流

通
構
造
か
ら
推
し
て
、
当
名
主
が
納
入
の
主
体
と
な
っ
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。

応
永
三
十
四
年
（
一
四
二
七
）
と
い
え
ぽ
、
備
中
国
新
見
庄
で
は
安
欝
宝
城
が

講
所
と
な
り
、
細
川
氏
の
備
中
国
で
の
領
国
制
は
確
立
期
を
迎
え
て
い
た
。
国

衙
領
も
そ
の
支
配
下
に
組
織
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
年
、
備
中
国

総
社
造
営
に
当
り
、
国
衙
領
十
二
郷
に
棟
刷
銭
が
課
ぜ
ら
れ
て
い
る
（
藤
井
駿

氏
「
備
中
の
国
衙
に
つ
い
て
」
読
史
会
創
立
五
十
年
記
念
『
国
史
論
集
』
六
五

竃
買
）
。
　
こ
の
棟
別
銭
が
ど
の
様
な
方
法
で
課
せ
ら
れ
た
か
不
明
で
あ
惹
が
、

こ
の
面
か
ら
は
、
守
護
は
惣
百
姓
の
体
験
を
進
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
は
な

い
と
は
云
い
切
れ
な
い
も
の
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
庄
園
の
支
配
局
面
に
介
入
す
る

守
護
領
國
制
の
あ
り
方
は
、
当
名
主
体
制
に
段
階
と
し
て
比
定
し
う
る
か
も
知

れ
な
い
が
、
守
護
領
岡
制
そ
の
も
の
は
、
圓
衙
領
と
の
関
係
に
お
い
て
如
何
に

展
開
し
て
い
っ
た
か
が
そ
の
残
さ
れ
た
重
要
な
課
題
と
な
ろ
う
。

　
次
に
も
う
一
つ
述
べ
さ
せ
て
も
ら
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
地
域
酌
な
考
察
に
つ

い
て
新
見
庄
を
例
に
と
っ
て
み
て
も
、
わ
ず
か
二
百
貫
た
ら
ず
の
熟
所
で
あ
る

に
比
し
て
、
そ
の
東
西
爾
の
三
方
を
臨
む
備
中
国
国
衙
領
の
総
額
は
一
万
六
千

貫
に
及
ぶ
の
で
あ
る
。
属
衙
領
関
係
の
史
覇
は
乏
し
い
け
れ
ど
も
、
属
衙
領
の

動
向
を
ぬ
き
に
し
て
は
庄
園
支
配
は
、
考
え
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
く
に
商
業
の
面
に
お
い
て
は
そ
う
で
あ
り
、
薪
兇
庄
の
土
一
揆
に
し
て
も
、
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そ
の
周
辺
の
園
衙
百
姓
が
重
要
な
位
践
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
、
史
料
酌
に
も

明
ら
か
で
あ
る
（
『
備
中
圏
翫
見
庄
史
料
』
所
奴
、
一
七
五
号
文
書
）
。
隣
接
の

諸
庄
園
及
び
守
護
領
・
濁
衙
領
と
の
関
達
の
上
に
、
あ
る
特
定
の
庄
園
を
問
題

に
す
る
こ
と
は
、
境
在
研
究
の
立
ち
遅
れ
て
い
る
地
域
的
な
分
業
縢
を
追
究
し
、

ゆ
た
か
な
中
世
史
を
あ
と
づ
け
る
た
め
の
諜
題
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
国
衙
領
は
室
晦
期
に
入
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
守
護
の
支
配
に
属
し
、
国
衙

領
と
し
て
の
独
自
な
性
格
は
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
比
で
は
な
い
に
し
て
も
、
庄

園
制
一
般
を
考
え
る
場
合
に
は
除
い
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

杉
山
氏
が
庄
園
解
体
過
程
の
研
究
に
さ
れ
た
の
は
東
航
路
・
久
我
家
領
庄
園
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
庄
園
研
究
に
は
岡
衙
傾
の
問
題
を
併
考
す
る
必
要
は
な
い
と

し
て
も
、
た
と
え
ば
鎌
倉
時
代
に
お
こ
り
、
室
町
時
代
に
最
盛
期
を
む
か
え
た

禅
宗
五
山
派
寺
院
の
所
領
支
配
、
ま
た
そ
れ
に
代
っ
て
出
て
き
た
大
徳
寺
・
妙

心
寺
派
の
寺
院
、
こ
れ
は
何
を
基
盤
に
し
て
出
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ

ら
が
果
し
て
庄
園
領
主
と
呼
び
う
る
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
も
問

題
に
な
る
が
、
そ
の
繁
栄
の
一
因
に
は
国
衙
領
の
帰
趨
が
関
係
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
し
、
こ
の
問
題
を
解
明
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
庄
園
史
研
究
の
今
後
の
課

題
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　
規
定
の
枚
数
も
か
な
り
超
過
し
た
。
本
書
を
完
全
に
読
み
切
っ
て
い
な
い
た

め
の
誤
り
も
多
く
、
当
た
ら
ぬ
紹
介
や
批
判
の
あ
る
こ
と
を
恐
れ
る
も
の
で
あ

る
が
、
書
評
を
も
つ
て
氏
の
学
恩
に
応
え
ん
と
す
る
私
の
微
志
を
汲
み
と
つ
．
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
こ
の
上
な
い
こ
と
で
あ
る
。
　
（
A
5
判
二
六
〇
頁
、
昭
和

三
十
四
年
九
月
　
東
京
大
学
出
版
会
発
行
、
定
髄
廻
五
〇
円
）
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京
都
大
学
助
手

外
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省
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交
文
書
編
纂
室
勤
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岡
由
大
学
助
教
授

大
阪
大
学
助
教
授

京
都
大
学
講
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都
大
学
教
授

京
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大
学
大
学
院
博
士
課
程
単
位
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得
者

穴
月
例
会

　
見
、

；
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…
セ
月
例
会 　

史
学
研
究
会
例
会
予
告

　
　
六
月
四
臼
　
（
土
）
午
後
一
時
出
発

学
　
会

花
の
寺
－
三
千
寺
－
光
墾
寺
－
向
神
社

参
加
会
費
二
五
〇
円
　
　
　
　
　
　
　
　
（
講
師
交
渉
中
）

○
緑
の
京
都
西
郊
に
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
貞
観
の

　
彫
刻
や
浄
土
教
の
遺
跡
を
訪
ね
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

　
奮
っ
て
御
参
加
下
さ
い
。
な
お
、
参
加
御
希
望
の
方
は
、

　
前
以
て
御
申
込
願
い
ま
す
。

　
　
七
月
二
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
於
京
都
大
学
楽
友
会
館

新
発
見
の
高
句
麗
古
墳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
光
教
一
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
他
一
名
交
渉
申
）
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